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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 現在、省力施肥法として肥効調節型肥料を用いる農家が増えている。肥効調節型肥料には40日、
70日などの表記があるが、これは25℃恒温下の水中において80%の窒素が溶出する日数であり、実
際の圃場条件とは異なっている。そこで、水稲の移植栽培及び乾田直播栽培圃場に肥料を埋設して
窒素溶出量を実測するとともに、溶出シミュレーションソフトや積算地温（移植水稲：深さ10cm 乾田
直播水稲：深さ５cm）による溶出量の推定を行い、以下の知見を得た。

(1) 移植栽培、乾田直播栽培圃場での溶出日数は、リニア型、シグモイド型とも表示された溶出日
数よりも長くなる傾向がみられた（図1,2,表1）。

(2) 地温による溶出シミュレーションと実測の溶出日数はほぼ一致した（図1,2）。

(3) 積算地温から肥効調節型肥料の窒素溶出率をある程度推測することが可能であった（図3,表
1）。

 以上のことから、水田圃場において肥効調節型肥料を選択する際は、明記された溶出日数よりも長
くなる傾向にあることを考慮する必要がある。また溶出シミュレーションソフトや積算地温は窒素の溶
出率の推定に有効である。

２ 期待される効果

 肥効調節型肥料の溶出日数やタイプを選ぶ際の目安となり、適切に選択することで、水稲の生育
にあった肥培管理が可能となる。

３ 適用範囲

水稲の移植栽培及び乾田直播栽培

４ 普及上の留意点

(1) その地域の地温を求める必要がある。
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